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堀 江 保 蔵 先 生 を偲 ぶ

一

」 :本 有 造

夢外 ・堀江保蔵先生が亡 くな られた。1991(平 成3)年8月23EI,満87歳 と7ケ 月余

の御生涯 であ った。

私が先生 と最後 のお別れを したのは,翌24日 の朝。京ナニ医学部 ・.総合解剖 センターに

おいてであった。キ ャスター付の寝台にやすまれた先生 は と・:に齢塞れ もな く,生 前 の

ままの大 きなお身体 であ った。土曜 日の人気のないセンター・・の中で,私 ほひ とり瞑 目し

お別れを申 し上げた。

先生が御献体の意志をお持 ちであ ったことを不明に し":=そ.の時 まで存 じ上 げなか った

けれ ども,伺 った とたんに,先 生 であれぼ さもあ りなん1=.す ぐに納得す ることがで きた。

先生 は明治生れの近代人 であられた。

私が先生か ら直接お教 えを受けたのは大学院修士課程の2年 間であ り,そ の後 もわが

ままな弟子であ りっづけたか ら,先 生 の学問上 の業績を総括す る能力を持たない。半解

の知識でいえば,先 生 のお仕事は,(1)国 産専売を中心 とす る近世経済;の実証的研究,

(2)明 治以降 日本経済の近代化を論 じた 日本資本主義分析 ③ 日本 におけ る近代企業家

の研究,ω 日本経営史におけ る 「家」 の研 究(さ らに加:えれば,㈲ アメ リカ経済史研

究,(6)経 済史概説)に 大別 され よ う。

私 から見て,先 生の業績の特徴 は着眼の新 らしさ と分析の明晰 寄にあ った。先生の御

論文はつねに先駆的であ り問題提起的であ った。例 えば,先 生が順 本におけ る経営 史学,

数量経済史学 の草分けの一人であ られた ことは,史 学史上記憶 してお くに値 しよう。 し

か し,ズ バ リと鮮やか に問題提起 をされた後は,同 じ問題を くりか えされ る興味をあ ま

りもたれなか うた し,ま た働 きざか りの ころは時間 もゆるさなか った。 「あと力弍悪い

んだ」 と自 ら述懐 され てい るように σ名誉教授 イ ンタ ピ=.一 ・堀江 保蔵 名誉教授 に聞

く」『経済論叢』135巻4号),ま いた種 ρ啄穫 は多 く次の世代に委ね られ た。 ただ,京 大

退 官 講義 「日本経 済 史 におけ る 『家』 の問題 」い らい心1:ヒ傾…ンナられ 大二「家 」 の テ ー・マ は,
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1984(昭 和59)年80歳 の ときに刊行 され に.『日本経 営史 におけ'る 「家」の研究』(臨 川

書店)に 結実 し,そ の後 も,こ れを ライフフ…クと思い定め られたように二貫 して情熱

をそそがれた。研究者 としての先生 の生活は晩年までお変 りにな らなか った。

先生はテキパキ と物事を片づけるのが お好 きであ ったか ら,マ ネジメントの方面で も

多分有能であられた ことであろ う。学部;i乏,凶 書館長,(京 都産大)副 学長の激職を こ

な され,諸 学会の理事を長 く勤め られ,経 済学部同窓会 や東南 ア研の創立 とい った陰 の

仕事に も力を尽 された。学 内行政がお好i宇で あった とは思われ ないが,先 生 は自ら属す

る組織 を大切 にされ,そ の活性化をつね に考 えてお られ た。思 うに,組 織 の一員 として

世話になっている以上,自 分で役に立つ:二とが あれば力を尽す ことを当然 とされたので

あろう。

先生 の号 「夢外」の由来 をおたずね した折,「 自分は若い頃か ら世の中 に害を なす こ

とは しないでお こうと思 って きた,夢 外・ほ無警だ」 とい うのがお答 えであった。 肉体的

に も精神的 に もスマー トであ られた先生 の印象がつ よか ったか ら,こ のお答えには一瞬

虚をつかれた。 この世 に生 きたか らには 自分 の力の及ぶかぎ りで世の中に貢献 したい。

これが先生の人 生訓であ った と幼い解釈を下 して,自 ら納得 した ことであ った。

先生 の眠 られ る総合解剖 センターは医学 部構内の北東角にあ り,東 一条パ ス停の斜 め

前 にあたる。毎 日帰宅の途中バ ス停に立つ私 は,そ の方 角に軽 く目礼 して先生 に ご挨拶

申 し上げ るのであ る。


